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第89回 市民事業専門委員会の結果概要 (Ｒ５.５.１６) 

 

 

１ 市民事業専門委員会活動について（資料３－２参照） 

  専門委員会及び令和５年度水源環境保全・再生市民事業支援補助金の選考会の日程に

ついて検討し、次のとおり決定した。 

   第90回専門委員会 令和５年７月24日（月） 

   市民事業現場訪問 令和５年９月28日（木） 

   市民事業交流会  令和５年10月29日（日） 

            第52回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラムと合同開催 

   補助金一次選考会 令和６年１月31日（水） 

   補助金二次選考会 令和６年２月25日（日） 

 

（１） 市民事業現場訪問について 

本年度補助事業者である特定非営利活動法人東海大学地域環境ネットワーク及び特

定非営利活動法人ファームパーク湘南を９月28日に訪問することとした。 

（２） 市民事業交流会について 

第52回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラムと合同（同日）開催とし、市民

事業団体活動展等の実施について検討した。 

 

２ 新たな支援団体の開拓について 

市民事業支援補助制度の広報のありかた等について、意見交換した。 

 

３ 令和４年度水源環境保全・再生市民事業支援補助金交付実績及び令和５年度交付決定

事業について 

事務局が資料に基づき報告した。（資料３－３及び３－４参照） 

 

 

委員会における主な意見 

【市民事業現場訪問について】 

 〇普及啓発・教育を実施している団体なので、申請事業の活動場所を視察したり、事業内

容や参加者の体験などを伺ってみたい。 

 

【市民事業交流会について】 

 〇市民事業団体活動展以外に、委員会として、水源環境保全・再生市民事業支援補助金制

度について、今までの歴史を振り返るアルバムのようなものを作成し、モニターで放映

してはどうか。 

 

【新たな支援団体の開拓について】 

 〇親和性が高い森林関係とか水源関係などの団体に、過去の補助団体も含めて、個別アプ

ローチをしていったほうがいい。 

 〇補助対象事業に該当するかどうか等がすぐにわかるような広報、手軽に申請できる方法

を検討すべきである。 

資料３－１ 
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第90回 市民事業専門委員会の結果概要 (Ｒ５.７.２４) 

 

 

１ 市民事業現場訪問について 

令和５年度の市民事業現場訪問は、次のとおり開催することとした。 

（１） 開催日 

令和５年９月28日(木) 

（２） 訪問団体 

①特定非営利活動法人ファームパーク湘南 

  ＜場所＞伊勢原市三ノ宮 

＜補助事業＞スタンドアップ部門 普及啓発・教育事業 

「里山林保全再生の普及啓発・教育事業」 

    ②特定非営利活動法人東海大学地域環境ネットワーク 

    ＜場所＞平塚市北金目ほか 

    ＜補助事業＞スタンドアップ部門 普及啓発・教育事業 

「初等中等教育における水源環境保全を踏まえた環境教育プログラムの実施」 

 

２ 市民事業交流会について 

第89回市民事業専門委員会で挙げられた、市民事業団体活動展以外に、水源環境保全・

再生市民事業支援補助金制度について、今までの歴史を振り返るアルバムのようなものを

モニター放映するという提案を踏まえ、「もり・みず市民事業支援補助金制度案内

（案）」について、意見交換を行った。 

    

３ その他 

   令和６年度水源環境保全・再生市民事業支援補助金チラシ配架状況及び令和６年度水源

環境保全・再生市民事業支援補助金募集案内（案）について、事務局から説明を行った。 

     

 

委員会における主な意見 

【市民事業現場訪問について】 

 ○訪問する２団体は、普及啓発・教育事業を行っているので、参加者の反応についてよく

聞いてみたい。水源環境に対する理解がどんなふうに進むのかとか、実際は難しいと思

うが、そんな視点で聞いてみたい。 

 

【市民事業交流会について】 

 〇水源環境保全・再生市民事業支援補助金は、いろいろな事業が対象になる、自分たちの

やろうとしている活動もこの補助金の対象になるかもしれないなと、観る人に思っても

らうことが大事なのかと思う。 


